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問1 地層の断面を観察すると、下の層から順に「ホタテガイの化石を含む砂岩層」、「凝灰岩の層」、「シジミの化石を含む泥岩層」が重なってい

ました。ホタテガイやシジミの化石のように、その地層が堆積した当時の環境を推定する手がかりとなる化石を何と呼びますか。 （2020年

鹿児島公立入試 類似）

1. 示相化石 2. 示準化石 3. 生痕化石 4. 標準化石

問2 金星を地球から観察すると、月のように満ち欠けをしたり、時期によって見かけの大きさが大きく変化したりします。このような現象が起こる

理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 鹿児島公立入試 類似）

1. 金星は地球より内側の軌道で太陽

のまわりを公転しており、地球との

距離や、太陽の光を反射して光って

見える部分の向きが変化するため。

2. 金星は地球より外側の軌道で太陽

のまわりを公転しており、地球との

距離や、地球の影に入る面積が時期

によって変化するため。

3. 金星は月と同じように地球のまわ

りを公転しており、太陽と地球と金

星のなす角度が刻一刻と変化するた

め。

4. 金星は自転軸を大きく傾けながら

公転しており、地球から見える金星

の北極や南極の向きが変化すること

で形が変わって見えるため。

問3 ある火成岩を詳しく観察したところ、含まれている鉱物がどれも同じような大きさの大きな結晶となっており、岩石全体がそれらの結晶でぎっ

しりと埋め尽くされていました。このような岩石の成り立ちを説明した文として正しいものはどれですか。 （2014年 鹿児島公立入試 類似）

1. マグマが地下深くで、長い時間を

かけて冷却された。

2. マグマが地表または地表付近で、

短時間で急激に冷却された。

3. 火山から噴出された火山灰などが

、地上で積み重なって固まった。

4. 水底に堆積した砂や泥が、長い年

月をかけて押し固められた。

問4 ある安定した生態系において、光合成によって無機物から有機物をつくり出す植物を最下段とし、それを食べる草食動物、さらにそれを食べる

肉食動物を順に積み上げたときにみられる、個体数や生物量の関係を何と呼びますか。 （2023年 鹿児島公立入試 類似）

1. 生物の数量のピラミッド 2. 食物網の循環サイクル 3. 分解者の連鎖構造 4. エネルギーの逆転現象

問5 火山灰に含まれる鉱物の粒を詳しく観察するための準備として、最も適切な操作はどれですか。 （2023年 鹿児島公立入試 類似）

1. 蒸発皿に火山灰を少量入れ、水を

加えて指で押し洗いし、濁った水を

捨てる操作を繰り返す。

2. 乳鉢に火山灰を入れ、乳棒で細か

くすりつぶしてから、水を加えて上

澄み液を捨てる。

3. 蒸発皿に火山灰を入れ、ガスバー

ナーで強く加熱して表面の有機物を

燃焼させた後、水で洗う。

4. 火山灰に染色液を数滴たらして数

分間放置し、色の変化が見られた粒

だけを取り出して水で洗う。

問6 ヒトの消化の過程において、食物に含まれるタンパク質が消化管内で最終的に分解され、小腸の柔毛から吸収されるときの物質の名称として正

しいものを選びなさい。 （2021年 鹿児島公立入試 類似）

1. アミノ酸 2. ブドウ糖 3. 脂肪酸 4. 麦芽糖

問7 デンプン溶液を入れた試験管にだ液を加えてしばらく置いた後、ヨウ素液を加えた際の変化と、その理由として適切なものはどれですか。

（2020年 鹿児島公立入試 類似）

1. ヨウ素液の色が変化しない。これ

はだ液に含まれる消化酵素の働きに

よって、デンプンが別の物質に変化

したためである。

2. 溶液が青紫色に変化する。これは

だ液に含まれる消化酵素の働きによ

って、デンプンが新しく生成された

ためである。

3. ヨウ素液の色が変化しない。これ

はだ液に含まれる水分によって、デ

ンプンが薄まり反応が消えたためで

ある。

4. 溶液が青紫色に変化する。これは

だ液とデンプンが反応しても、デン

プンの性質は失われないためである

。

問8 進化についての説明として、科学的に最も適切なものはどれですか。 （2017年 鹿児島公立入試 類似）

1. 個体が一生の間に、周囲の環境に

合わせて体つきを変化させること

2. 世代を重ねる中で、形や性質の変

化が積み重なり、長い年月をかけて

変化すること

3. 受精卵が細胞分裂を繰り返して、

親と同じような体つきへと成長する

こと

4. 季節による気温の変化に対応して

、動物の毛の密度や色が変わること

問9 洗面台の鏡の前に人が直立しています。鏡の上端は人の頭頂部よりわずかに高い位置にあり、鏡の下端はあごと同じ高さにあります。また、人

の目の高さは鏡の上下の中間付近にあります。このとき、鏡に映る自分の姿の範囲について、反射の法則に基づいた説明として正しいものはど

れですか。 （2020年 鹿児島公立入試 類似）

1. 光が「入射角＝反射角」の法則で

反射するため、あごだけでなく、あ

ごより下の胸元あたりまで見える

2. 鏡の下端があごの高さであるため

、あごより下の部分は光が反射せず

、あごまでしか見ることができない

3. 鏡の上端が頭頂部より高いため、

頭頂部よりさらに上にある後頭部ま

で鏡の中に映って見える

4. 像は鏡の面に対して線対称にでき

るため、鏡と同じ大きさの範囲であ

る顔の一部しか見ることができない

問10 水槽内の水面に全反射によって魚の像が映っているとき、観察者から見た「水面に映った魚の像」が見える位置について、正しく述べたものは

どれですか。 （2026年 鹿児島公立入試 類似）

1. 水面を対称の軸として、実際の魚

と上下対称の位置に見える

2. 光の屈折により、実際の魚よりも

少し浅い位置に見える

3. 水面の境界線上において、実際の

魚と重なる位置に見える

4. 全反射の影響により、実際の魚よ

りも深い水底に近い位置に見える

問11 葉の表側と裏側の蒸散量を正確に算出するための実験において、葉の両面にワセリンを塗った植物の枝を用意するのはなぜですか。その理由と

して最も適切な説明を選びなさい。 （2019年 鹿児島公立入試 類似）

1. 葉以外の茎などから蒸散する水の

量を特定し、全体の減少量から差し

引いて計算するため

2. 葉の気孔をすべて塞ぐことで、根

から吸い上げられる水の速さを一定

に保つため

3. 光合成による水の消費を完全に止

め、蒸散による減少量のみを測定す

るため

4. 葉の裏側と表側の気孔の数の合計

が、茎の気孔の数と等しいことを確

認するため

問12 ある植物において、丸い種子（優性）としわのある種子（劣性）の形質を調べます。遺伝子型がAaである個体を自家受粉させて得られた1200個

の種子のうち、計算上、劣性形質である「しわのある種子」は何個になると考えられますか。また、そのとき「しわのある種子」の遺伝子型は

どう表現されますか。 （2021年 鹿児島公立入試 類似）

1. 約300個、遺伝子型はaa 2. 約400個、遺伝子型はaa 3. 約300個、遺伝子型はAa 4. 約600個、遺伝子型はaa

問13 アンモニアや硫酸バリウムなどの「化合物」と、銅や塩素などの「単体」を比較したとき、化合物にのみ当てはまる性質として正しいものはど

れですか。 （2015年 鹿児島公立入試 類似）

1. 物質を構成する原子が1種類だけ

であり、化学変化によってそれ以上

分解できない。

2. 数種類の物質が混ざり合っている

ため、蒸留などの物理的な方法で分

けることができる。

3. 2種類以上の元素から構成される

純物質であり、化学変化によって元

の元素に分解することができる。

4. 水に溶かしたときに電解質となる

性質を持つ物質の総称である。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

示相化石

特定の環境下でのみ生息する生物の化石は、地層が堆積した当時の環境（水深、塩分濃度、気

温など）を示すため「示相化石」と呼ばれます。例えば、ホタテガイは浅い海、シジミは河口

付近や湖などの塩分の薄い水域を象徴します。これに対し、広い範囲に短期間のみ生息し、堆

積した時代を決定する手がかりとなるものは示準化石と呼ばれます。

問2 答え 1

金星は地球より内側の軌道で太陽のまわりを

公転しており、地球との距離や、太陽の光を

反射して光って見える部分の向きが変化する

ため。

金星は内惑星であり、地球よりも内側の軌道を公転しています。地球から見て金星が太陽と同

じ方向に位置するとき（内合付近）は距離が近いため見かけの大きさは大きくなりますが、太

陽の光が当たっていない裏側を観察することになるため、細い三日月のような形に見えます。

逆に、太陽の向こう側に位置するとき（外合付近）は距離が遠いため見かけの大きさは小さく

なりますが、太陽の光が当たっている面を正面から見ることになるため、円に近い形に見えま

す。このように公転に伴って地球との距離と、光を反射する面の見え方の両方が変化すること

で、大きさと満ち欠けが連動して変化します。

問3 答え 1

マグマが地下深くで、長い時間をかけて冷却

された。

「同じような大きさの大きな結晶がぎっしりと組み合わさっている」という特徴は、深成岩に

見られる等粒状組織を指しています。この組織は、マグマが地下深くという冷えにくい環境で

、ゆっくりと時間をかけて固まることでつくられます。

問4 答え 1

生物の数量のピラミッド

食物連鎖において、食べられる側（被食者）の数量は、食べる側（捕食者）よりも多くなけれ

ば、その生態系を維持することができません。このため、生産者である植物が最も多く、次い

で草食動物（一次消費者）、肉食動物（二次消費者）と、段階が上がるにつれて個体数や生物

量が少なくなります。この階層的な数量関係を積み上げたときに描かれる図状の構造を、生物

の数量のピラミッドと呼びます。

問5 答え 1

蒸発皿に火山灰を少量入れ、水を加えて指で

押し洗いし、濁った水を捨てる操作を繰り返

す。

火山灰の粒の表面には、細かい粘土質の汚れが付着しており、そのままでは鉱物本来の色や形

を観察することができません。蒸発皿の中で指を使って押し洗いすることで、鉱物を破壊せず

に表面の汚れだけを効率よく落とし、濁った水を入れ替えることで透明度の高い観察用試料を

得ることができます。乳鉢で叩いたり、過度に加熱したりする操作は、鉱物の結晶構造を壊し

てしまうため不適切です。

問6 答え 1

アミノ酸

タンパク質は、鎖のように長くつながった複雑な構造をしているが、消化液に含まれる酵素の

働きによって段階的に分解される。最終的にはアミノ酸という最も小さな単位まで分解される

ことで、はじめて小腸の壁から体内に吸収される状態となる。

問7 答え 1

ヨウ素液の色が変化しない。これはだ液に含

まれる消化酵素の働きによって、デンプンが

別の物質に変化したためである。

だ液に含まれる消化酵素にはデンプンを分解する作用があります。デンプンが別の物質へと変

化すると、デンプン特有の反応であるヨウ素反応を示さなくなるため、ヨウ素液を加えても色

は変化しません。

問8 答え 2

世代を重ねる中で、形や性質の変化が積み重

なり、長い年月をかけて変化すること

進化は、特定の個体がその一生の中で変化する現象ではなく、世代を超えて形質が受け継がれ

る際に生じる変化を指します。これには「変化」「世代」「長い年月」という要素が不可欠で

あり、これらが組み合わさることで現在の多様な生物が形づくられてきました。

問9 答え 1

光が「入射角＝反射角」の法則で反射するた

め、あごだけでなく、あごより下の胸元あた

りまで見える

ある部位が鏡に映って目に見えるためには、その部位から出た光が鏡で反射して目に届く必要

があります。反射の法則により、鏡上の反射地点は「目と対象部位のちょうど中間の高さ」に

なります。鏡の下端があごと同じ高さにある場合、あごから出た光はあごより高い位置（目と

あごの中間）で反射して目に届くため、あごは余裕を持って視界に入ります。さらに、あごよ

り下の胸元などから出た光も、目との中間地点が鏡の下端より上であれば反射して目に届くた

め、あごより下の範囲まで見ることができます。

問1

0

答え 1

水面を対称の軸として、実際の魚と上下対称

の位置に見える

全反射によって水面に映し出される像は、鏡の反射による像の形成と同じ原理に基づいていま

す。反射面である水面を基準（対称の軸）として、実体である魚と同じ距離だけ反対側（この

場合は水面より上方）にあるように見えるため、上下対称の位置に像が確認されます。光の屈

折によって物体が浮き上がって見える現象とは区別が必要です。

問1

1

答え 1

葉以外の茎などから蒸散する水の量を特定し

、全体の減少量から差し引いて計算するため

蒸散は主に葉の気孔で行われますが、茎の表面からもわずかに水分が放出されています。葉の

両面にワセリンを塗って葉からの蒸散を遮断した個体のデータを得ることで、茎からの蒸散量

を把握できます。これを全体の減少量から引くという論理的な手順を踏むことで、誤差のない

正確な葉の蒸散量を計算することが可能になります。

問1

2

答え 1

約300個、遺伝子型はaa

遺伝子型Aaの個体を自家受粉させると、分離の法則によって生殖細胞はAとaが1：1で作成さ

れます。孫の代の表現型の比率は、優性（丸）：劣性（しわ）＝

3：1となるため、全体の4分の1（1200 ÷ 4）である300個が劣性形質となります。劣性形質

が表現されるのは、劣性遺伝子が対になった「aa」の場合のみです。

問1

3

答え 3

2種類以上の元素から構成される純物質であ

り、化学変化によって元の元素に分解するこ

とができる。

化合物は純物質の一種であり、2種類以上の元素が化学的に結びついています。そのため、熱

分解や電気分解などの化学変化を利用することで、構成している元の元素（単体）へと分解す

ることが可能です。これに対し、1種類の元素からなる単体は、それ以上別の物質に分解する

ことはできません。また、化合物は混合物とは異なり、沸点や融点などの性質が一定であると

いう純物質としての特徴を持っています。


